















































に対する精神心理学的変化を明らかにすることを目的として,抑うつの評価やQOL (Quality of Life)調査を
用いて解析を行っている｡本研究の被験者は東北大学病院にて顎矯正手術の適応となった顎変形症患者28名で
あり,統計学的に問題のない資料数である｡調査時期は,顎矯正手術前と手術直後および矯正装置除去後の3
時点で行っている｡調査方法は,満足度の変化を14項目からなる質問紙,心理的変化として抑うつの評価を
｢日本語版ペック抑うつ質問票｣ (BDI-Ⅱ), QOLの評価を｢WHOQOLクォリティ･オブ･ライフ26世界
保健機関　精神保健と薬物乱用防止部/編｣ (WHO/QOL26)を用いており, BDトⅡやWHO/QOL-26は
その信頼性や有効性が世界的に認められている評価尺度であるため,適切な研究方法であると思われる｡
研究結果として,満足度調査において,全ての項目で矯正装置除去後群に満足度の向上がみられた｡抑うつ
の変化は一様に手術前手術後･矯正装置除去後で改善･悪化したとは言えず,個人差が大きかった｡抑うつの
改善度はBMIと弱い負の相関を示していた｡ QOLは顎矯正手術前と比較して術後いったん低下するが,矯
正装置除去後に向上していた｡以上の研究結果より,顎変形症患者の顎矯正治療後の抑うつの改善には,顕貌
の変化つまり形態的不調和の改善のみではなく機能面からの改善など複数の因子が影響していること,顎変形
症患者は顎矯正手術に対しての期待が大きく,術前に期待していた身体イメージと術後の差があると,抑うつ
症状が悪化することが示唆されている｡このことは,術前の患者状態により術後の心理的変化およびQOLの
変化の予測に役立つのではないかと考えられる｡
このように,本研究は顎変形症患者の心理状態を把握する上で有用な情報を提供するものと判断できる｡よ
って本論文は博士(歯学)の学位授与に値するものと認める｡
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